
まえがき＝特殊鋼は，高強度で安価な特長を活かして，
自動車や産業機械，電気・電子機器，土木・建築など幅
広い産業分野で使われている。21 世紀に入り，いずれ
の産業分野からも特殊鋼に対し多くの要望が出されてい
る。とくに，1997年の気候変動枠組条約第3回締約国会
議（COP3）を境に CO2削減に対する関心が高まり，2005
年の京都議定書の発行にともない，部品の小型・軽量化
を目的とした高強度鋼の開発が強く望まれるようになボi
き，自動車には図 1に示すように，多くの技術課題が顕
在化している。とくに燃費改善によるCO

2排出量削
ければならない。

2．線材・棒鋼の現状と課題

　線材・棒鋼のうち，とくに高機能と高品質が要求され
るばね用線材や，冷間圧造用線材，高炭素鋼線材と自動
車用棒鋼について，現状と課題を述べる。
2．1　ばね用線材

　エンジンに用いられる弁ばねは，長期間にわたり 1分
間に数千回という繰返し荷重を受けるため，優れた疲労
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とへたり特性が求められる。弁ばね 1個の重さは 20 ～
50g であるが，軽量化することにより動弁系のフリクシ
ョンロスが低減し，燃費が大幅に改善できる。衝突時の
歩行者保護を目的に，弁ばねを小型化し，エンジンルー
ム内に衝撃吸収スペースを確保したいとの要望もある。
　図 2に示すように，従来弁ばね用鋼として Si-Cr 鋼
（SAE9254）
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に把握しなければならない。軸受鋼の転動疲労寿命を向
上させるには，破壊損傷過程をミクロに観察するための
技術を確立し，介在物や金属組織の影響を定量的に把握
する必要がある。
　今後，鋼材メーカの基礎研究への取組強化が重要と考
えられる。技術的に難度が高く，膨大な基礎データの収
集が必要な案件については，共同研究の推進や，大学な
どの公的研究機関との連携強化を図るなど進め方を工夫
し，研究・開発を効率化していくことが大切である。


